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Ⅰ．問題の所在
１．研究の目的
　本稿の目的は，ヴァージニア・プランにおける
総合学習課程である「作業単元（Units of work）」
と教科学習との関連性の有無及びその実態を明ら
かにすることである．
　周知の通り，ヴァージニア・プランとは，1931
年から 1943 年の間に，米国ヴァージニア州のコー
ス・オブ・スタディ改訂運動によって生まれたカ
リキュラム案を指す．このカリキュラム案が，「コ
ア・カリキュラム」の考えを基にカリキュラム設
計されていたことはよく知られている．また，米
国のヴァージニア・プランが，わが国の戦後初期
の社会科カリキュラムの理論的下地になったこと
も知られており，それに関する研究蓄積もある（1）．
また，多くの先行研究では，戦後初期の総合社会
科のルーツとして，ヴァージニア・プランの作業
単元と呼ばれる総合学習課程の分析をすることが
多い（2）． 
　一方で，ヴァージニア・プランの初等カリキュ
ラムには，作業単元とは別に，教科としての社会
科も存在した．後述するように，この教科として
の社会科は，作業単元では扱うことのできない，
技能や知識の習得も含みこんだものであった．
　では，教科としての社会科が存在したにもかか
わらず，なぜ先行研究では，作業単元に注目が集
中するのだろうか．この前提の背後には，例えば，
片上と木村が「ヴァ―ジニア・プランは全人格的
な態度形成を目指す，教科の枠を超えた『全教科
の統合体』として，典型的なコア・カリキュラム
といえよう．」と述べたように，教科自体が統合
されているという認識があると言える（3）．実際，

カリキュラム史家のクリバードも本カリキュラム
に関して「全教科を統合しようと試みた」と述べ
ている（4）．ただ，具体的にどのように作業単元
や社会科を含む教科の学習が関連づいていたのか
について，これまで十分な考察を行った研究は存
在しない．
　また，注目されるのは，佐藤の研究や蒔苗の研
究では，作業単元と教科の指導（直接的教授）は
併設して分離して存在するものとして，その連
続性自体があまり認められていない点である（5）．
とりわけ蒔苗氏の指摘は，数学が総合領域として
のコアと切り離された教科指導という形で，コア
とは異なる性格を持つものとして論じている．
　また，米国においても，ヴァージニア・プラン
に関する先行研究は存在するが（6），1930 年代の
ヴァージニア・プランにおける作業単元と教科学
習との関わりについて，焦点化して論じられてい
ない．
　このような先行研究の状況を考慮すると，
ヴァージニア・プランの初等カリキュラムにおい
て，作業単元と教科学習が，実践レベルでどのよ
うに関連づいていたのかという点を明らかにする
ことは，本カリキュラムにおける作業単元の性格
と教科学習の性格の両方を明らかにする上で重要
であると考えられる．仮に両者に有機的な関係が
あったのだとすれば，その実態の解明が必要と言
える．
　以上を踏まえ，本稿は，ヴァージニア・プラン
の初等カリキュラムの考察を行うことを通して，
作業単元と教科学習がどのように関連して構想さ
れていたのか，その具体を明らかにする．その際
に，本稿では，作業単元と社会科の関係性に特に
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注目したい．なお，今回の分析では，1934 年に
刊行されたコース・オブ・スタディを中心に考察
していくこととする．
２．本稿の分析方法と手順
　ヴァージニア・プランの初等カリキュラムは，
1934 年，1937 年，1943 年の計三回の改訂が行わ
れ，1943 年版では「試案」の文字が消えた．こ
の三つの改訂の中で，作業単元と社会科を含む教
科の関係に関する理論的な全体像を提示したの
が，1934 年版ヴァージニア・プラン（以後「1934
年版」と略）である．本稿でも「1934 年版」を
中心に考察する．本稿では主に二段階の論の構成
をとる．
　第一に，ⅡとⅢでは，「1934 年版」のカリキュ
ラムの基本的構造を整理する．この際，作業単元
と教科の位置付け，育成すべき能力リストや教師
の役割，社会科の授業活動例の考察を行う．
　第二に，ⅣとⅤでは，コース・オブ・スタディ
の考察だけでは見えてこない実態を明らかにする
ために，同時期に出た史料の考察を行う．具体的
には，同時期にヴァージニアの州立師範学校で開
発された作業単元の事例集と，「1934 年版」に対
して州内から出た要望に州の教育省が回答した報
告書を分析する．これらの関連史料を分析するこ
とで，ヴァージニア・プランにおける作業単元と
社会科の関係をめぐる，理論的・実践的特徴を明
らかにする．

Ⅱ．「1934 年版」における教科の位置づけ
１．基本的なカリキュラム構造
　ヴァージニア・プランは，社会機能法に基づく

カリキュラム構成をとったことで知られている．
まず，この「1934 年版」の全体像を把握するた
めに，表１の目次一覧を見て頂きたい．この目次
から分かる通り，「1934 年版」は「序論→作業単
元→教科→その他の教授法や留意点」といった順
番で書かれており，作業単元と教科が別々の章で
論じられていることが分かる．
　また，「社会機能」（例えば，「生命・財産・自
然資源の保護保全」など）を全学年共通の視点と
し，「興味の中心」（例えば「家庭と学校の生活」
など）を各学年での学習の視点とすることで，初
等学校第 1～ 8学年のカリキュラムを縦軸と横軸
をクロスさせるように構成している．ただ，留意
すべきは，「興味の中心」と「社会機能」が直接
的に影響を与えるのは，作業単元の内容だという
点である．
　「1934 年版」は厳密な内容構成や単元計画を作
成したわけではなく，重視すべき目標概念や能
力概念などを提示することで，教師の自主的な
授業開発を促そうとした．その際に，提示され
ているのが，「情緒化された態度（Emotionalized 
Attitudes）」「一般命題（Generalizations）」「特定の
能力（Special abilities）」の 3つである．「1934 年版」
では，「教育のねらい」の節において，ヴァージ
ニア・プランが民主主義社会の実現のために構想
されたことを踏まえつつ，民主的な生活様式や振
る舞いを具体化したような態度や能力をリスト化
することを試みたと述べている．また，特定の習
慣や知識を統合したときに得られる「情緒化され
た態度」を機能できるようにするために，「特定
の能力」と知識としての「一般命題」を例示して
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表 1 「1934 年版」の目次一覧 

序章 はじめに 

ヴァージニアカリキュラム計画の開発の視点／教

育のねらい／カリキュラムのスコープ／コース・

オブ・スタディの使い方 

 

第二章 各学年の教材 

第一学年（興味の中心,強調される諸側面,一般命

題 ,作業単元のための示唆 ,日々の能力記録表

(General Cumulative inventory),本学年の作業

単元のための教材例,一般的な参考文献,一般的な

諸活動）／第二学年(同上)／第三学年（同上）／

第四学年（同上）／第五学年（同上）／第六学年

（同上）／第七学年（同上）／第八学年（同上） 

第三章 各教科の教材 

特定の能力を成長させるための準備／ 

芸術（見方・視点,能力表,教師への示唆）／家庭科（同

上）,工芸(Industrial arts) （同上）／国語（同上）

／数学（同上）／音楽（同上）／保健体育（同上）／

科学（同上）／社会（同上） 

 

第四章 一般的な教授プロセス 

一般的な教授プロセス 

 

第五章 関連する教材 

適応のための教材／ 小学校段階の子どもの特徴／ 

小学校の図書館／ 評価について／ 出版社の要覧 

(筆者作成.なお,「／」の表記は,異なる節同士の区切りを表している) 

表 1　「1934 年版」の目次一覧

 （筆者作成 .なお ,「／」の表記は ,異なる節同士の区切りを表している）
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いる．このように，「情緒化された態度」「一般命題」
「特定の能力」という参照情報が設定され，「教師
はこの事例リストを参考にしながら，児童の行動
を絶えずチェックすべき」とされた（7）．後述す
るように，この「情緒化された態度」「一般命題」「特
定の能力」は，作業単元においても，教科学習に
おいても，参照すべき指針としての役割を果たす
ことになる．ヴァージニア・プランでは，スコー
プやシーケンスが示されたといっても，それらは
厳密な内容構成を提示したわけではない．一方で
は，実践活動例を大量に例示し，他方では「教育
のねらい」としての三つの指針との関連を教師に
意識させることで，カリキュラムのまとまりを持
たせようとしていたと言える．
２．作業単元と教科学習の位置づけについて
　では，より具体的に，作業単元と教科学習はど
のように関わりあっていたのだろうか．
　作業単元と教科学習の関係性について，「1934
年版」の第三章「教科指導の教材」の「特定の能
力を成長させるための準備」の節で詳述されてい
る．教育委員会は以下のように述べている．

各学年の教材として示した活動に生徒が参加す
るには，幅広い様々な能力が必要である．それ
らの能力の多くは，新しい状況が生じるにつれ
て，何度も何度も使用される．その結果，それ
らの状況に向き合う際の児童の能力は，その児
童がそのような能力を制御できるようになるに
したがって，成長していく．教師が作業単元で
それらの能力を発達させることを強調し，基本
練習をする際に望ましい反復についての特別な
説明がなされる機会が増えるにつれて，習得が
促進される．それゆえ，教師は作業単元におい
てそれらの能力が使われ，それらの能力を発達

させることに油断なく注意すべきである．必要
に応じて，教師はそれらを作業単元で得られる
よりも，より適切な習得のために、教師の直接
指導やドリル活動を提供すべきである（8）．

　このように，様々な能力を育成するために，作
業単元の場と個別のドリル学習を兼ね合わせなが
ら，各能力が発達しているかを注意深く観察する
ことが教師に求められている．では，教師は作業
単元と教科学習をどのようなプロセスで関連付け
ることが求められていたのだろうか．それに関し
て，「1934 年版」では，下記の表２の「作業単元
のための計画シート」が例示されている．
　この計画シートで注目されるのは，活動や態度，
一般命題，特定の能力などを教科学習と関連付け
ながら，作業単元のために再構成しようとする点
である．教師はこのシートを使うことで，同時期
に教科学習で何を学んでいるのかを整理し，作業
単元を有機的に関連づけるように促されている．
３．教科と特定の能力・能力表の位置付け
　先に述べた通り，「1934 年版」では，「情緒化
された態度」，「一般命題」，「特定の能力」の三つ
を例示化しているが，教科指導において特に重視
して論じられたのは，特定の能力に関してであっ
た．全体として育てるべき特定の能力は，17 個
あり，それぞれに細目が記されている．また，特
定の能力の目標が，どの教科のどの学年で重点
的に育成すべきかを示した能力表（Ability Chart）
が作成され，教科ごとに説明がなされている（9）．
　なお，これらの特定の能力は，育てやすい教科
ごとに項目が振り分けられている．例えば，数学
は 306，社会は 307，310，312，313 という形である．
それに関して，各能力と担当教科の関連性を図化
したものが次頁の表３である．例えば，307 は家
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して論じられたのは,特定の能力に関してであっ

た.全体として育てるべき特定の能力は,17 個あ

り,それぞれに細目が記されている.また,特定の

能力の目標が,どの教科のどの学年で重点的に育

成すべきかを示した能力表（Ability Chart）が作

成され,教科ごとに説明がなされている(9).     

なお,これらの特定の能力は,育てやすい教科ご

とに項目が振り分けられている.例えば,数学は

306,社会は 307,319,312,313 という形である.そ

れに関して,各能力と担当教科の関連性を図化し

たものが次頁の表３である.例えば,307 は家庭科

と社会科の２教科が該当し,313 は美術,科学,社

会の３教科が該当,といったように,1 つの「特定

の能力」の育成に複数の教科が関わることがある

ことが分かる.更に,全体の能力目標をより細かく

各教科に合わせた形で表記・列挙する手続きも取

られている.例えば,「307．社会的遺産としての公

共物や道具を用いる能力」は社会科も該当する範 

表２ 作業単元のための計画シート 
単元名                           学年        
アプローチ 

 

・単元の手がかりとなりうる,

子どもが持っている興味関心 

 

・授業の始め方 

 

・子どもにとっての主な目的 

活用される 

能力 

（関連する 

活動や集団に 

関して） 

関連する教科や

教材 

 

子どものレベルに合わせて,単元に関わる目標を

再度表現してみる 

情意化された態度と 

一般命題 

特定の能力(教科で 

言及されるもの) 

(p.26.より筆者作成) 

表 ２　作業単元のための計画シート

 （p.26.より筆者作成）
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庭科と社会科の２教科が該当し，313 は美術，科
学，社会の３教科が該当，といったように，1つ
の「特定の能力」の育成に複数の教科が関わるこ
とがあることが分かる．更に，全体の能力目標を
より細かく各教科に合わせた形で表記・列挙する
手続きも取られている．例えば，「307．社会的遺
産としての公共物や道具を用いる能力」は社会科
も該当する範囲であるが，その能力目標は，社会
科においては「家庭や学校で見つけた公共物や道
具を使う能力」「地図を使う能力」「地図を作る能
力」「連絡の道具を使う」「コミュニティの機関を
利用する能力」など，より具体化された能力とし
て列挙されている．

　「1934 年版」では，このような能力を，各学年
の段階でどこまで学ぶべきかという，指標になる
チャート図が示されている．学年ごとで各能力の
育成を重視すべき学年が 5段階で書かれており，
各学年で重視すべき項目などが分かる仕組みに
なっている．「1934 年版」の能力表（チャート図
を含むもの）において特に注目されるのは，能力
が「単元の中で指導すべき能力」と「単元以外で
付加的に指導するべき能力」に区分されている点
である．
　ここで言う「単元」とは，「1934 年版」を読む
限り，作業単元を指している可能性が極めて高い．
そう考えると，この社会科の能力目標に掲げられ
ている項目の大多数が，作業単元内でも教えられ
るべきと考えられていることが分かる．
　これらを踏まえると，社会科で扱う内容は，必
ずしも社会科の時間の枠として扱う必要はなく，
作業単元の中で教えることも可能であったと言え
る．実際，作業単元においては，こういった社会
科としてのねらいをより複合的に取り込んだ活動
が想定されている．例えば，第 6学年の作業単元
では，特定の能力の 307「社会的遺産としての公
共物や道具を用いる能力」に関わる活動例を多数
挙げているが，217 頁に示されたその一部を挙げ
ると以下のようになる．
・森林再生プロジェクトや国立公園の写真が載っ
た掲示板を用意する（118，204，216，307，309）
　なお，括弧内に示した 100 番台の数字は「情緒
化された態度」を指し，200 番台の数字は「一般
命題」を指している．また，「特定の能力」に該
当する番号に下線を引いた．この「森林再生プロ
ジェクトや国立公園の写真が載った掲示板を用意
する」は，美術と理科に割り振られた 309「賢明
な消費者としての能力」と，家庭科と社会科に割
り振られている 307「社会的遺産としての公共物
や道具を用いる能力」を同時に養う活動として設
定された．
　これらを考慮すると，社会科と作業単元の位置
づけは，互いに重なり合いながら，教師の判断に
応じて，それぞれの特定の能力を作業単元で教え
るべきか，教科で教えるべきかを判断するもので
あったと思われる（10）．そのために，表２に示し
たような作業単元の計画シートと，日頃の児童の

表３ 17 の特定の能力とその担当教科の比較表 

特定の能力の名称 

担当 

教科の 

想定 

301.読む能力  国科 

302.話す能力 国科 

303.書く能力 国 

304.聞く能力 国 

305.研究する能力 科 

306.量の記号や測定方法を用いる能力 数科 

307.社会的遺産としての公共物や道具を

用いる能力 家社 

308.社会的遺産としての公共物を守って

いく能力 家科 

309.賢明な消費者としての能力 美科 

310.良好な経済状態を維持する能力 家社 

311.健康を維持する能力 
家体 

科 

312.社会の規準を守る能力 家社 

313.規則を守る能力 美科社 

314.神経や筋肉を使う技能を必要とされ

る状況で用いる能力 体 

315.歌ったり,音楽を鑑賞したりする 

能力 音 

316.創造的に自由に表現するために必要

な技術を用いる能力 美 

317.自然現象や野生の動植物を認識し, 

利用する能力 科 

(筆者作成.なお,「美」は美術,「音」は音楽,「数」

は数学,「家」は家庭,「体」は保健体育,「科」は

理科,「国」は国語,「社」は社会を表す.社会の「社」

には太線・下線を加えた) 

 

囲であるが,その能力目標は,社会科においては

「家庭や学校で見つけた共通で客観的な素材を使

う能力」「地図を使う能力」「地図を作る能力」「輸

送の機関を使う」「コミュニティの機関を利用する

能力」など,より具体化された能力として列挙され

ている. 

「1934 年版」では,このような能力を,各学年の

段階でどこまで学ぶべきかという,指標になるチ

ャート図が示されている.学年ごとで各能力の育

成を重視すべき学年が 5 段階で書かれており,各

学年で重視すべき項目などが分かる仕組みになっ

ている.「1934 年版」の能力表(チャート図を含む

もの)において特に注目されるのは,能力が「単元

の中で指導すべき能力」と「単元以外で付加的に

指導するべき能力」に区分されている点である. 

ここで言う「単元」とは,「1934 年版」を読む限

り,作業単元を指している可能性が極めて高い.そ

う考えると,この社会科の能力目標に掲げられて

いる項目の大多数が,作業単元内でも教えられる

べきと考えられていることが分かる. 

これらを踏まえると,社会科で扱う内容は,必ず

しも社会科の時間の枠として扱う必要はなく,作

業単元の中で教えることも可能であったと言える.

実際,作業単元においては,こういった社会科とし

てのねらいをより複合的に取り込んだ活動が想定

されている.例えば,第 6 学年の作業単元では,特

定の能力の 307「社会的遺産としての公共物や道

具を用いる能力」に関わる活動例を多数挙げてい

るが,その一部を挙げると以下のようになる. 

・森林再生プロジェクトや国立公園の写真が載

った掲示板を用意する（118,204,216,307,309） 

なお,括弧内に示した 100 番台の数字は「情緒

化された態度」を指し,200 番台の数字は「一般命

題」を指している.また,「特定の能力」に該当す

る番号に下線を引いた.この「森林再生プロジェク

トや国立公園の写真が載った掲示板を用意する」

は,科学と音楽に割り振られた 309「賢明な消費者

としての能力」と,家庭科と社会科に割り振られて

いる 307「社会的遺産としての公共物や道具を用

いる能力」を同時に養う活動として設定された. 

これらを考慮すると,社会科と作業単元の位置

づけは,互いに重なり合いながら,教師の判断に応

じて,それぞれの特定の能力を作業単元で教える

べきか,教科で教えるべきかを判断するものであ

ったと思われる(10).そのために,表２に示したよ

うな作業単元の計画シートと,日頃の児童の観察

記録が必要とされたのだと考えられる. 

 

Ⅲ．「1934 年版」における社会科の役割と実践 

１. 社会科の目標と役割 

 教科学習はドリル的な基礎学習とイコールでは

なく,場合によっては,議論やグループワークも含

まれていた.そのことは,社会科がドリル的な能力

表 ３　17 の特定の能力とその担当教科の比較表

（筆者作成 .なお ,「美」は美術 ,「音」は音楽 ,「数」
は数学 ,「家」は家庭 ,「体」は保健体育 ,「科」
は理科 ,「国」は国語 ,「社」は社会を表す .社会
の「社」には太線・下線を加えた）
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観察記録が必要とされたのだと考えられる．

Ⅲ．「1934 年版」における社会科の役割と実践
１．社会科の目標と役割
　教科学習はドリル的な基礎学習とイコールでは
なく，場合によっては，議論やグループワークも
含まれていた．そのことは，社会科がドリル的
な能力育成に留まらなかったことからも分かる．
「1934 年版」の教科学習に関する章では，社会科
の目標に関して，以下のように述べられている．

　社会科のカリキュラムは二つの主要な目的を
有していると考えて良いだろう．第一に，子ど
もたちに人間関係に対する現実的な理解や認識
を経験できるように促すこと．第二に，子ども
たちが人間関係をより良きものにするために参
加できるようにすること．
　社会科の主な役割は，人間関係を理解できる
ように子どもたちを訓練することにある．人間
関係は，集団が何かをしようとする数多くの
行動に関係している．…（中略 :筆者）…．こ
のカリキュラムのコアとなった社会機能とは，
人々が自分たちを守ったり，何かを生産したり，
ものを輸送したり，教育を受けたりするために，
集団で取り組む領域のことを示している（11） ．

　このように，社会科は「人間関係をより良きも
のにする」ものと想定されている．また，カリキュ
ラムのコアである社会機能が，社会科が扱おうと
している「集団」に関わる領域だとされる点も注
目される．さらに以下のように述べられている．

社会科教師は，子ども達が人間社会をよくする
ための生活上の集団活動を理解するために使え
るような，能力を成長させる手助けを出来るあ
らゆる経験に参加する機会に絶えず注意を向け
ているべきである．…（中略：筆者）… 遠足
や調査，実験，研究，解釈，演劇，議論，創造
的経験，鑑賞，批評，反復練習などの活動を用
いる必要があると分かるだろう．教材や様々な
種類の情報が載ったテキストは，子ども達の人
間関係への理解を広げるために使うべきであ
る．これらのあらゆる活動を通して，学級や教

師の手を借りて，児童たちは統合を果たす．子
どもたちは，自分の経験，理解，方法，行動を
関連づける（12）．

　このような目標は，狭義のドリル的な学習を明
らかに超えている．この引用文で示された社会科
の教科のイメージを体現するためには，反復練習
も，多様な学習方法論のうちの一つとして捉える
と共に，作業単元内においても，社会科的な学び
が実働していると考えるのが妥当と言える．
２．社会科として紹介された活動事例
　では，実践レベルではどのような指摘がなされ
ていたのだろうか．「1934 年版」の社会科の範囲
の説明では，「地図作りとその活用」「年表づくり」
の二つの活動例が紹介されている．いずれも 307
の「社会的遺産としての公共物や道具を用いる能
力」に該当する実践として記載がなされている．
活動例「地図作りとその活用」では，子どもが模
造紙に地図の基礎的な情報を書き込んだり調べる
ことによって，理解を図ったり，自分と異なる地
域との比較をする．一方，活動例「年表づくり」
の説明では，年表とは，ある特定の時期に起こっ
た一連の出来事を，子どもたちに時系列的に可視
化して理解させるうえで，説明に役立つ道具であ
るとされる．年表は，個人で作った年表と，学級
で作った年表の二種類を書くと良いとされ，両方
とも同じ方法で作る．この実践が説明される際に，
特に注目されるのは，以下の二つの記述である．

この情報は，子どもが目的のある諸活動に関わ
ることを通して獲得されるとよいだろう．その
活動は，作業単元や直接的教授プログラムの一
部のいずれでも良い（13）．

地域的，時事的な興味関心に基づく事項はこの
リストに載せていない．しかし，多くの作業単
元を開発する中で，この種の教材に関わる活動
におそらく関与するであろうことが示唆され
る．これらの豊かな経験の背景があれば，リス
トで示した素材を使った活動は，比較したり，
結論を出したり，発展的に考えるために役立つ
だろう（14）．
　一つ目の引用文は，年表に記載する情報に関す
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る視点をどのように獲得すべきかという点につい
て言及したものである．つまり，この実践を社会
科という教科の枠で区切られた場で行う必要が必
ずしもないことを示している．二つ目の引用文は，
地域や時事的事項に関わる社会科としての背景を
知っていれば，作業単元の活動が活性化すること
を指摘している．
　これらの点を踏まえると，社会科の実践に当て
はまる内容は，必ずしも社会科として扱う必要は
なく，作業単元の中で教えることも可能であるこ
とになる．ただ，内容によっては教科学習で前提
知識を教えておくことで，作業単元がより一層活
性化されることもありうるだろう．

Ⅳ．「1934 年版」に基づき開発された単元事例
　これまで「1934 年版」の考察を行ってきたが，
ここからは「1934 年版」の実態をより詳細に把
握するため，「1934 年版」の発表後，数年内に出
された史料を補足的に分析することにする．
　一つ目の史料は，ヴァージニア州の師範学校
（teachers college）で実践された授業例である．
『ヴァージニアの初等・中等学校のための改訂版
コース・オブ・スタディに使うための単元の手順』
という冊子が，1935 年と 1936 年に刊行されてい
る（15）．この冊子では，作業単元の単元開発に教
師が苦労していることを念頭に置き，師範学校の
教育実習生が行った授業の中から，典型的な単元
を選び出し，紹介されている．これらの冊子では，
1935 年版では 3 つの事例が，1936 年版では 5 つ
の事例が掲載され，合計 8個の単元事例が紹介さ
れている．いずれも実践者の名前や実践したクラ
スでの児童数，状況などが詳しく記されている．
　この事例集の中で注目されるのは，いくつかの
作業単元の例において，社会科と密接にかかわる
実践がみられる点である．1935 年に紹介された
事例集では，いくつかの単元の紹介がなされる際
に，「教科学習との統合を示す他の活動」と題し
た項目が立てられており，一つの作業単元の学習
が，他の教科の学習とどのように関連づけて行わ
れるべきかが示されている．そして，単元「発見
と開発はヴァージニアの成長にどのように貢献し
てきたのか」は，社会科におけるヴァージニアの
入植時代から現在までについて扱った内容から発

展して開発がなされたと指摘されている（16）．そ
の上で，作業単元の学習の発展として，「海岸地
帯」「山麓」「ヴァージニアの谷」「アパラチア地方」
「今日の海岸地帯の都市」などの学習へとつなげ
ていくことを促している．また本事例においては，
「単元から発展する教科学習（Subject Matter）」と
題する項において地理・歴史，英語，理科，数学，
文学などへの発展の可能性にも言及がなされてお
り，作業単元と教科学習の関連性が意識されてい
ることがわかる（17）．1936年の事例集でも，例えば，
第 4 学年の「初期の入植者（Early Pioneering）」
の作業単元の実践の中で、「単元から発展する教
科学習」が想定されている．社会科に関しては，
入植者の母国のこと，アメリカ大陸の発見の経緯
などが指摘されている（18）．また，「石炭とその副
産物」という作業単元では，「子供たちの家で使
われている石炭の種類」「石炭集積場から家や学
校までの輸送」をはじめ，23 個にもわたる学習
項目が，単元から発展した教科学習として提示さ
れている（19）．
　これらのことから，作業単元の学習が，教科学
習から発展的に開発される場合や，教科の学習と
同時並行的に行われる場合や，さらには，作業単
元の学習から発展して社会科の学習へと繋がって
いく場合など，いくつもの異なったケースがある
ことが分かる．

Ⅴ．教育委員会の具体的な構想の詳細
　次に二つ目の史料として，「1934 年版」への
様々な要望に対してヴァージニア州教育省が応答
を行った文書を挙げたい．1935 年にヴァージニ
ア州教育省は，『カリキュラム改訂プログラムに
関する実例教材－ヴァージニア初等学校の改訂版
コース・オブ・スタディの使用方法－』と題した
報告書を刊行した（20）．この報告書は，「改訂版の
コース・オブ・スタディに使える実際の教材を求
める多くのリクエストが教育省に来ている」と述
べる（21）．とりわけ注目されるのは，教科学習に
ついての記述である．教育省は，ある教師による
説明を紹介している．その教師は，ドリル作業が
必要に応じて各教科で必要であることや，能力
チャートは，網羅しなければいけないチェックリ
ストではないことを指摘し，「この説明を読んだ
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教師たちが，異なる活動に費やす時間が日によっ
て異なることが分かり，全ての教師が，この学習
プログラムをうまく機能させるためには，柔軟性
こそが必要であると分かるだろうと確信してい
る．」と述べる．さらに，「概して，時間割の大き
なブロックの時間は毎日同じにして，そのブロッ
ク内での活動で扱う内容や時間の長さは多様で
あった．」と述べている（22）．
　それに関して，下記の表４は，報告書で示され
た一週間の時間割のモデルである．9 時から 11
時は作業単元．11 時から 11 時半は体育や健康教
育，ホームルーム，集会など．11 時半から 12 時
半は，発展学習に向けた発表，評価，計画や，読
書・芸術・音楽などの一般的活動．12 時半から
13 時はランチ．13 時から 15 時までは各教科の能
力に関する学習．このような形で割り振られてい
る（23）．社会科に関する特定の能力の一部は，こ
の 13 時～ 15 時の枠でドリル学習をする中で養う
ことが想定されている．
　この時間割の大きな枠組みを守りつつ，そこ
で何を教えるかはその都度決めるというのが，
ヴァージニア州教育省の方針であった．言い換え
れば，どの教科を何時間教えるということ自体が
可変的であったと考えられる．それは，基本的に
毎日ある作業単元の時間と連動する形で，午後の
教科学習が設定されていることからも分かる．
　さらに本報告書では，作業単元のイメージがつ
かみにくい教師のニーズを踏まえ，単元開発のプ

ロセスとその事例について，詳細が記されている．
第 7学年のエセックス郡の教師によって示された
手順に基づき，以下の 10 段階が記載されている
（24）．
1 ．改訂版コース・オブ・スタディを考察する．
2．改訂前と改訂前のスコープを比較する．
3．教科書教材の念入りに調べる．
4．各学年で可能な作業単元を列挙する．
5．累積的な記録を始める．
6．児童と興味関心や目的について議論する．
7．計画シートを作成する．
8． 作業単元を開発する．（導入・児童の構成・
教師の指導・教師と児童による評価）

9．直接的教授の準備をする．
10．他の単元へ繋げる．
　この 10 段階のプロセスから，作業単元を作成
し，それと関連づけて，教科指導を意味する「直
接的教授」の準備をしていることを確認できる．
その上で，このプロセスの直後に，次頁に示した
表５のような作業単元の計画シートの記入例が例
示されている．この計画シートは，表２の「作業
単元のための計画シート」が元になっている．
　表５に示した作業単元は「私たちの学校を研究
する」と題されるものである．注目されるのは，
この作業単元で使用されている教材の多くが，米
国社会科教育史に登場する公民系の教科書である
ということである（25）．ただ同時に，国語と数学
の能力育成も念頭に置き，複数の教科的な学びを

や時間等を変えるとよいだろう」と述べている (22). 

それに関して,下記の表４は,報告書で示された

一週間の時間割のモデルである.9 時から 11 時は

作業単元.11 時から 11 時半は体育や健康教育,ホ

ームルーム,集会など.11時半から 12時半は,発展

学習に向けた発表,評価,計画や,読書・芸術・音楽

などの一般的活動.12 時半から 13 時はランチ.13

時から 15 時までは各教科の能力に関する学習.こ

のような形で割り振られている (23).社会科に関す

る特定の能力の一部は,この 13時～15時の枠でド

リル学習をする中で養うことが想定されている. 

この時間割の大きな枠組みを守りつつ,そこで

何を教えるかはその都度決めるというのが,ヴァ

ージニア州教育省の方針であった.言い換えれば,

どの教科を何時間教えるということ自体が可変的

であったと考えられる.それは,基本的に毎日ある

作業単元の時間と連動する形で,午後の教科学習

が設定されていることからも分かる. 

さらに本報告書では,作業単元のイメージがつ

かみにくい教師のニーズを踏まえ,単元開発のプ

ロセスとその事例について,詳細が記されている.

第 7 学年のエセックス郡の教師によって示された

手順に基づき,以下の 10 段階が記載されている

(24). 

1． 改訂版コース・オブ・スタディを考察する. 

2． 改訂前と改訂前のスコープを比較する. 

3． 教科書教材の念入りに調べる. 

4． 各学年で可能な作業単元を列挙する. 

5． 累積的な記録を始める. 

6． 児童と興味関心や目的について議論する. 

7． 計画シートを作成する. 

8． 作業単元を開発する.（導入・児童の構成・

教師の指導・教師と児童による評価） 

9． 直接的教授の準備をする. 

10. 他の単元へ繋げる. 

この 10 段階のプロセスから,作業単元を作成し,

それと関連づけて,教科指導を意味する「直接的教

授」の準備をしていることを確認できる.その上で,

このプロセスの直後に,次頁に示した表５のよう

な作業単元の計画シートの記入例が例示されてい

る.この計画シートは,表２の「作業単元のための

計画シート」が元になっている. 

 表５に示した作業単元は「私たちの学校を研究

する」と題されるものである.注目されるのは,こ

の作業単元で使用されている教材の多くが,米国

社会科教育史に登場する公民系の教科書であると

いうことである (25).ただ同時に,国語と数学の能

力育成も念頭に置き,複数の教科的な学びを含み

こんだ形で作業単元が組まれている. 

 このことからも,(1)社会科としての学習が作業

単元にも組み込まれる形で想定されると共に,他

教科の学習もそこに入り込んでいたこと,(2)ドリ

ル学習的な社会科の学習が,作業単元以外の時間

に想定されていたこと,の二点を裏付けることが

できたと考えられる. 

表４「一週間のプログラム」の例示 
 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 

9:00～11:00 
一般的な会議 左に同様 左に同様 左に同様 左に同様 

作業単元 左に同様 左に同様 左に同様 左に同様 

11:00～11：30 保健体育,ホームルーム,集会等 

11:30～12：30 

会議 

(達成された活

動の報告,価

や,今後の計画

について) 

左に同様 左に同様 左に同様 左に同様 

一般的な活動(趣味の読書,芸術,音楽など) 

12:30～13：00 
監督のもと,ラ

ンチを食べる 
左に同様 左に同様 左に同様 左に同様 

13：00～15：00 

国語や算数の

ドリル,必要な

他の教科の能

力のドリル 

左に同様 左に同様 左に同様 左に同様 

(筆者作成) 

表 ４「一週間のプログラム」の例示

 （筆者作成）
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の「1934 年版」における作業単元と社会科との相
表５ 報告書に記載された作業単元の計画表 

単元名 私たちの学校について研究する                                      

学年 7 学年 

アプローチ 

子どもが興味を

持っているもの

（学 校 ,授業 計

画,人々,法律） 

 

授業の始め方 

・国民教育週間

が始まる数週間

前に ,私 たち の

教育制度につい

て正しい理解を

する ため に ,沢

山書 いた り ,話

したりした. 

・教師は,児童た

ちの学校を改善

するためのヴァ

ージニア州の努

力について議論

するところから

始めた. 

・児童は以下の 

質問を尋ねた. 

・学校を運営す

るためのお金

はどこから来

るのか？ 

・ヴァージニア

州の教育制度

は全米では何

位か？ 

・私たちが買わ

なければいけ

ない教科書を

誰が選択して

いるのか？ 

・ヴァージニア

州で非識字率

が高いのはど

この地域か？ 

・外国にはどの

ような学校が

存 在 す る の

か？ 

用いられる活動 

・地域の学校の役人を招き,彼らの義務

について議論する. 

・素材を得るために以下の場所に手紙を

送る. 

1. ワシントン DC の教育省 

2. ヴァージニア教育雑誌 

・ヴァージニアの改訂版コース・オブ・

スタディについて議論する.その必要

性,「試行プログラム」を実施したわが

校の役割 

・FERA ファンドが出来た理由と,そのフ

ァンドがヴァージニアの非識字率を下

げたことを議論する. 

・なぜ人々が学校を支援するのかについ

て議論する. 

・過去 40 年間でアメリカの学校における

改善状況を示した大きな図表を作成す

る. 

・公教育費に関わる問題を解決する. 

・次の問いについて討論する.「肉体的な

障害を抱える人以外にとっては,公立

学校の方が私立学校よりも望ましい」 

・国民教育週間のプログラムについて発

表する. 

・教育に関するテストを受ける. 

・この単元のクラスの貢献をまとめたス

クラップブックを作成する.この学校

の写真をカバーに貼る.この本は,以下

の素材を含んでいる. 

・州教育局の役人,例えば,ホール博士

や教育委員会メンバーなど. 

…（紙面の都合で,一部略：筆者）… 

・以下のことを示した 

・グラフ 

・1910 年～30 年の非識字率の低下 

…（紙面の都合で,一部略：筆者）… 

・以下の主題に関する報告 

・ホーレスマン 

・ヴァージニア州における公教育制度

の発展 

…（紙面の都合で,一部略：筆者）… 

・詩と引用 

関 連 す る

教材 

 

・Binford, 

Graff 著

『若きア

メリカ市

民』 

・Clarck 著

『西海岸

の太平洋

へ』 

・ Campton

著『百科

事典』 

・ Dunn 著

『コミュ

ニティ・

シヴィッ

クス』 

・Hughes 著

『コミュ

ニティ・

シヴィッ

クス』 

･Kings and 

Barnard

著『私た

ちのコミ

ュニティ

生活』 

・Chandler

著『私た

ちの共和

国』 

・Smith 著

『高等数

学』 

・  ヴァー

ジニア教

育雑誌 

・『ワール

ド ブ ッ

ク』 

単元に関連する子どものレベルに 

合わせて,目標を再度表現してみる 

情意化された態度 

・児童は公立学校の支援に

関する議論を行うことを

通して,現在の決まりに対

して,建設的な疑問を持つ

ような性向を発達させる 

(101) 

・議論とレポートによって,

児童たちは,学校の機能と

その支援についての吟味

し,声明を事実か確かめる

ように促された(106) 

・児童は繋がりの感じられ

ない事実を暗記するので

はなく,理解をするための

性向を発達させた(111) 

・活動を通して,学校とコミ

ュニティの成功のために

人々が協働することが重

要であるという感覚を発

達させる(124) 

 

一般命題 

・私たちの教育のための資

源は絶えず増加している

(207) 

・学校は人々が判断力を持

ち,他の教育機関を助力す

るために,社会によって維

持されている(207) 

・子どもたちを教育するこ

とによって,国家を腐敗か

ら守ることができる(208) 

・全ての子どもへ教育する

ことは,人類の進歩に貢献

する(211) 

・大学教育の欠乏は真の民

主主義の発達を遅らせる

(214) 

 

特定の能

力 

 

国語 

重要な状

況におい

て使うた

めの, 

読む能力

(301) 

話す能力

(302), 書

く 能 力

(303), 聞

く 能 力

(304), 勉

強する能

力(305) 

 

数学 

グラフを

使 い , 問

題を注意

深く解釈

する能力

(306) 

 

社会科 

地図を使

う 能 力

(307), 指

示に従う

能 力

(313) 

評価 

教師と生徒は作業の進捗を一緒に評価した.作業の計画が実施され,進捗を報告し,その報告から議論が生まれた.教師

はグループに対して以下の試験を行った. 

【パート１】 

１．  民主主義には,人々を教育することが必要か？も

しそうなら,それはなぜか？ 

２．  教育は,人々のお金を稼ぐ能力を成長させるか？ 

３．  ヴァージニア州のバークレーでは,公教育に賛同

が得られたか？ 

４．  公立学校は万人に平等な機会を提供するか？ 

５．  学校は,米国の連邦政府の支配下にあるか？ 

【パート 2】 

６．  米国では,教育のために毎年どれだけのお金が使われて

いるか？ 

７．  なぜこの金額では十分でないのか？ 

８．  ヴァージニアの公教育では,どのような人に初等学校か

ら大学まで進学してほしいと考えているか？ 

９．  現在の公教育制度が始まったのはいつか？ 

(紙面の都合で,以下,数問のテストの問題文は省略)  

(Virginia. Department of Education. (1935). Curriculum Revision Program Illustrative Materials On 

the Use of the Revised Course of Study for Virginia Elementary Schools, pp.12-14.から筆者作成) 

表 ５ 報告書に記載された作業単元の計画表

（Virginia. Department of Education. （1935）. Curriculum Revision Program Illustrative Materials On the Use of the 
Revised Course of Study for Virginia Elementary Schools,  pp.12-14.から筆者作成）
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含みこんだ形で作業単元が組まれている．
　このことからも，（1）社会科としての学習が作
業単元にも組み込まれる形で想定されると共に，
他教科の学習もそこに入り込んでいたこと，（2）
ドリル学習的な社会科の学習が，作業単元以外の
時間に想定されていたこと，の二点を裏付けるこ
とができたと考えられる．

Ⅵ．本稿の結論
　本稿では，ヴァージニア・プランにおける教科
の位置づけに注目し，作業単元と教科学習の関わ
りを明らかにしてきた．
　本稿の成果としては，初等ヴァージニア・プラ
ンにおける総合と教科の相互の関係性を，教師か
ら見た関連のさせ方や，授業レベルでの実態など
に踏み込んで示した点にある．
　これまでの社会科教育史研究の先行研究では，
ヴァージニア・プランの分析は作業単元の分析と
イコールで想定されている場合が多い．それに対
して，本稿では，作業単元と，現に存在した「社
会科」という枠組みとの関係性を示した点に意味
がある．このような点は，クリバード（Kliebard， 
1986）が述べたような「教科が埋め込まれたカリ
キュラム」という考え方に近い．ただ，本来はど
のように埋め込まれているのかを示すこと自体も
重要である．
　本稿の成果に基づけば，ヴァージニア・プラン
の中には作業単元とは異なる社会科学習のイメー
ジが存在したと言える．それは作業単元内で行わ
れる場合もあれば，作業単元とは別に行われるこ
ともあった．逆を言えば，ヴァージニア・プラン
では、必ずしも「総合と教科の二分」が起こって
いたわけではなく，両者には有機的な関連が見ら
れた（26）．
　なお，今後の課題として，３点挙げたい．一点
目は，本稿が，「1934 年版」の意図を明確化する
ことに注力したため，その後の「1937 年版」「1943
年版」との比較を十分に行うことが出来なかった
点である．今後，本稿の分析結果を踏まえて，改
めて「1937 年」「1943 年版」との比較分析を行う
必要がある．二点目は，社会科以外の教科と作業
単元の関係について，各教科の特性などの違いを
十分に考察が出来ていない点である．三点目は，

教員研修や教育評価に関する実態を十分に浮かび
上がらせていない点にある．本稿の考察でも明ら
かな通り，ヴァージニア・プランを実体化するた
めには，教師の自主裁量を重視することになる．
ただ，それを機能させるためには，絶えざる教育
評価と，教員研修が必要であった．このような点
については，今後の検討課題としたい．

【注記・引用文献】
⑴　代表的なものとしては ,以下が挙げられる .倉
澤剛（1985）『米国カリキュラム研究史』風間
書房 .　木村博一（2006）『日本社会科の成立理
念とカリキュラム構造』風間書房 .　木村博一・
片上宗二（1984）「ヴァージニア・プランの分
析的検討―初等学校の場合を中心に―」教育方
法学研究 10, pp.131-141.
⑵　例えば ,包括的・体系的な研究として ,木村
博一の研究（註１）が挙げられるが ,木村が
ヴァージニア・プランと称して分析しているの
は ,作業単元のことであった .
　　また ,ヴァージニア・プランにおける教科の
存在はこれまでも示唆されてきた .例えば ,古
くは倉澤剛の研究から見られる .倉澤は「統合
コア」に関して ,「学校カリキュラムは ,学習
の全体を統合する中心学習即ちコアと ,これと
密接に結びながらその基礎にあって技能や情操
や健康などをめざす基礎学習から成るというわ
けである」と述べている（倉澤剛（1985）,前
掲書 p.596.）.ただ ,このような指摘はあくまで
もカリキュラム全体に対しての一般的な見解で
あり ,社会科がどこにどう機能していたのかを
示してはいない .
　　なお ,ヴァ―ジニア・プランの「作業単元」
から ,我が国の戦後初期の「社会科」へと ,あ
る種の読み替えが行われたことは ,これまでも
指摘されている .例えば ,早くは梅根悟は「日
本の社会科はヴァージニア・プランのコア・コー
スの一つのモディフィケーションであるとみて
いるのです .」と述べている（梅根悟（1950）「社
會科を活かす道とは何か」『カリキュラム』1
月号 , p.14.）.また ,佐藤学は「『学習指導要領
社会編（Ⅰ）（試案）』では ,このプログラムの
総合学習課程である「問題単元」（1932 年版 ,34
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年版 ,37 年版では「作業単元」）の課程が ,「社
会科」の名称と枠のもとで導入されるという問
題を含んでいた」と述べている .（佐藤学（1990）
『米国カリキュラム改造史研究』東京大学出版
会 , p.277.）
⑶　木村・片上（1984）（註 1）
⑷　Kliebard, H.M. （1986） The Struggle for the 
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